
平
成
三
十
年
四
月
三
日
提
出

質
問
第
二
〇
三
号

子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

長

尾

秀

樹
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子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
関
す
る
質
問
主
意
書

厚
生
労
働
省
の
「
平
成
二
十
八
年
国
民
生
活
基
礎
調
査
」
に
よ
れ
ば
、
平
成
二
十
七
年
の
貧
困
線
（
等
価
可
処
分
所
得
の
中

央
値
の
半
分
）
は
百
二
十
二
万
円
、
貧
困
線
に
満
た
な
い
世
帯
員
の
割
合
を
示
す
相
対
的
貧
困
率
は
十
五
・
六
％
（
対
二
十
四

年
�
〇
・
五
ポ
イ
ン
ト
）
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
子
ど
も
の
貧
困
率
は
十
三
・
九
％
（
対
二
十
四
年
�
二
・
四
ポ
イ
ン
ト
）
で
、
十
七
歳
以
下
の
子
ど
も
の
七
人
に
一

人
が
貧
困
状
態
に
あ
り
、
経
済
協
力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
加
盟
国
な
ど
と
比
較
し
て
も
日
本
の
子
ど
も
の
貧
困
率
は
依
然

と
し
て
高
い
水
準
に
あ
る
。

特
に
、
子
ど
も
が
い
る
現
役
世
帯
の
う
ち
大
人
が
一
人
の
世
帯
の
貧
困
率
は
五
十
・
八
％
と
、
平
成
二
十
四
年
よ
り
三
・
八

ポ
イ
ン
ト
低
下
し
た
も
の
の
、
半
数
以
上
の
ひ
と
り
親
世
帯
が
貧
困
状
態
と
な
っ
て
お
り
、
母
子
世
帯
の
八
十
二
・
七
％
が
生

活
意
識
・
暮
ら
し
向
き
は
「
苦
し
い
」
と
答
え
、
三
十
七
・
六
％
の
世
帯
が
「
貯
蓄
が
な
い
」
と
回
答
し
て
い
る
。

以
上
を
踏
ま
え
、
以
下
質
問
す
る
。

一

政
府
は
、
当
該
調
査
の
結
果
に
お
い
て
明
ら
か
に
な
っ
た
相
対
的
貧
困
率
及
び
子
ど
も
の
貧
困
率
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

評
価
し
て
い
る
の
か
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
と
の
比
較
や
前
回
調
査
と
の
比
較
な
ど
を
含
め
、
示
さ
れ
た
い
。一



二

政
府
は
ひ
と
り
親
世
帯
に
支
給
す
る
児
童
扶
養
手
当
の
二
人
目
以
降
の
加
算
額
を
平
成
二
十
八
年
八
月
分
か
ら
増
額
し
て

い
る
が
、
今
回
の
調
査
に
は
そ
の
効
果
は
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。
国
民
生
活
基
礎
調
査
は
、
三
年
ご
と
に
大
規
模
な
調
査
を

実
施
し
、
中
間
の
各
年
は
小
規
模
な
調
査
を
実
施
す
る
と
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
世
帯
や
子
ど
も
の
貧
困
率
等
の
把
握

を
徹
底
す
る
た
め
に
は
、
大
規
模
調
査
と
同
様
の
調
査
を
毎
年
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

三

厚
生
労
働
省
の
「
平
成
二
十
八
年
度
全
国
ひ
と
り
親
世
帯
等
調
査
」
に
よ
れ
ば
、
母
子
世
帯
の
母
の
八
割
以
上
が
就
業
し

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ひ
と
り
親
世
帯
の
貧
困
率
は
五
割
を
超
え
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
母
子
世
帯

の
窮
状
に
は
、
育
児
の
制
約
か
ら
正
社
員
の
仕
事
に
就
き
に
く
く
、
賃
金
水
準
が
低
い
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
の
非
正

規
雇
用
へ
の
就
業
が
多
い
こ
と
が
背
景
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

我
が
国
の
ひ
と
り
親
世
帯
の
貧
困
率
が
高
い
要
因
に
は
、
政
府
が
雇
用
に
か
か
わ
る
規
制
緩
和
を
進
め
る
中
で
、
企
業
が

正
社
員
を
減
ら
し
、
賃
金
の
低
い
非
正
規
労
働
者
を
増
や
し
て
き
た
影
響
が
少
な
く
な
い
と
考
え
る
が
、
右
の
認
識
に
対
す

る
政
府
の
見
解
如
何
。

四

子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て
国
が
積
極
的
に
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
理
解
し
て
い
る
が
、
予
算
的
措
置
は
十

分
で
は
な
い
。
国
の
対
策
が
不
十
分
な
中
で
、
安
倍
政
権
は
民
間
の
資
金
を
頼
り
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
本
来
、
国
の

二



予
算
で
取
り
組
む
べ
き
対
策
が
お
ざ
な
り
に
さ
れ
る
よ
う
で
は
本
末
転
倒
で
あ
る
。

日
本
は
所
得
が
低
い
人
た
ち
の
社
会
保
険
料
や
税
の
負
担
が
大
き
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
子
育
て
の
負
担
を
減
ら
す
た
め
の

社
会
保
障
の
給
付
が
少
な
い
。
児
童
手
当
や
児
童
扶
養
手
当
と
い
っ
た
現
金
給
付
を
拡
充
す
る
ほ
か
、
給
食
や
修
学
旅
行
費

用
の
無
償
化
、
子
ど
も
の
医
療
費
の
窓
口
負
担
を
な
く
す
と
と
も
に
、
逆
進
性
の
高
い
社
会
保
険
料
や
税
の
負
担
に
つ
い
て

見
直
し
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
以
上
の
よ
う
に
、
貧
困
問
題
の
解
消
は
、
税
と
社
会
保
障
制
度
の
中
で

考
え
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。

五

子
ど
も
の
貧
困
を
な
く
す
に
は
自
治
体
の
取
組
も
重
要
で
あ
る
。
東
京
都
足
立
区
で
は
、
平
成
二
十
七
年
度
か
ら
子
ど
も

の
貧
困
対
策
に
取
り
組
む
専
門
の
部
署
を
設
け
、
早
期
発
見
・
早
期
支
援
に
乗
り
出
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
子
ど
も
が

生
ま
れ
る
前
か
ら
貧
困
に
つ
な
が
る
リ
ス
ク
を
見
つ
け
出
そ
う
と
、
妊
婦
が
母
子
手
帳
を
受
け
取
る
際
に
提
出
す
る
妊
娠
届

出
書
に
生
活
費
等
で
困
っ
て
い
な
い
か
記
入
す
る
欄
を
設
け
、
情
報
を
集
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
小
学
一
年
生
の
全
世
帯
に

協
力
を
求
め
て
貧
困
の
実
態
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
保
護
者
の
所
得
や
公
共
料
金
の
支
払
い
状
況
、
虫
歯
の
有
無
等
、
子
ど

も
の
健
康
状
態
や
食
生
活
な
ど
を
調
べ
て
、
明
ら
か
に
な
っ
た
課
題
に
重
点
的
に
取
り
組
む
た
め
で
あ
る
。

た
だ
、
こ
う
し
た
取
組
も
財
源
が
各
自
治
体
の
予
算
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
自
治
体
間
で
の
格
差
が
生
じ
る
こ

三



と
も
懸
念
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
各
自
治
体
に
よ
る
取
組
を
後
押
し
す
べ
く
、
国
に
よ
る
財
政
的
な
支
援
を
含
め
、
国
の
子

ど
も
の
貧
困
対
策
を
実
効
性
の
あ
る
も
の
に
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

四


